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雲
仙
市
役
所
増
築
庁
舎
が
完
成

　
２
月
８
日
、
市
役
所
玄
関
前
に
お
い
て
雲
仙
市
役

所
増
築
庁
舎
開
所
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

26
年
10
月
よ
り
本
庁
舎
の
山
手
側
で
増
築
庁
舎
の
建

設
が
進
め
ら
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
２
１
４
４
平
方
メ
ー
ト
ル
の
増
築

庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
１
階
と
２
階
は
事
務
室
、

３
階
は
防
災
拠
点
や
会
議
室
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
本
庁
舎
や
千
々
石
庁
舎
の
改
修

と
各
総
合
支
所
の
整
備
を
図
り
、
多
様
化
・
高
度
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
災
害
な
ど
の
発
生
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
整
備
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

式辞を述べる市長
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機構改革のお知らせ

議　会 事　務　局

市　長 副　市　長 総　務　部 政策企画課
（男女共同参画センター）

人　事　課

財　政　課

財産管理課

契約検査課

市民生活部 市民安全課

税　務　課

収納推進課

地域振興部 総合窓口課（消費生活センター）

国見総合支所　地域振興課

瑞穂総合支所　地域振興課

愛野総合支所　地域振興課

千々石総合支所　地域振興課

小浜総合支所　地域振興課

南串山総合支所　地域振興課

健康福祉部 福　祉　課

健康づくり課

保　護　課

環境水道部 環境政策課

水　道　課

下水道課

産　業　部 農林水産課

農漁村整備課

観光物産課

商工労政課

建　設　部 監　理　課

道路河川課

建　築　課

用　地　課

会 計 管 理 者 会　計　課

教育委員会 教　育　長 事　務　局 総　務　課

学校教育課

生涯学習課

スポーツ振興課

農業委員会 事　務　局

選挙管理委員会 事　務　局

監査事務局 事　務　局

望　洋　荘

子ども支援課 （子育てサポートセンター）

千々石庁舎

千々石庁舎

※環境水道部については来年度12月頃に
　千々石庁舎へ移転予定です。
　それまでは現状どおりの配置となります。

　
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
機
構
を
一
部
変
更
し
ま
す
。「
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
」「
事
務
処
理

の
効
率
化
」「
指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化
」
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
主
な
変
更
点
と
し
て
、
①
地
域
振
興
部
を
創
設
し
、
総
合
支
所
を
取
り
ま
と
め
て
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
各

種
証
明
書
の
発
行
な
ど
を
可
能
な
限
り
１
箇
所
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
総
合
窓
口
課
を
新
設
し
ま
す
。
②
環
境
水
道

部
を
創
設
し
、
自
然
や
水
環
境
な
ど
生
活
環
境
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
推
進
・
強
化
し
ま
す
。

　
な
お
、
変
更
後
の
組
織
図
は
左
の
と
お
り
で
す
。
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平成28年4月からの庁舎配置図

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

※健康づくり課は、３月22日から千々石庁舎へ移転します。

千々石庁舎 千々石保健センター

吾妻庁舎3階

千々石庁舎1階
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平成27年度明るい選挙ポスターコンクール

　平成27年度明るい選挙啓発ポ
スターコンクールにおいて、県
内1,191点の応募の中から、末永
大貴（小浜中3年）さんが、中学
校の部で優秀賞を受賞しました。
　末永さんは「選挙当日に仕事
の人でも、空き時間や期日前投
票を利用して、一人でも多く投
票を行なってもらいたいと思っ
て描きました」と作品への想い
を語ってくださいました。

第9回雲仙市民音楽祭が開催されました

　２月７日、ハマユリックスホールで「第９回雲仙市
民音楽祭」が行われました。市内で音楽活動をされて
いる９組が出演し、すてきな音楽の世界を作り上げ交
流を深めました。心のこもったすばらしい演奏に、会
場からは大きな拍手が贈られました。最後は出演者と
来場者全体で「花は咲く」を合唱し会場が一体となり
ました。

平成27年度雲仙市教育委員の活動報告

　雲仙市教育委員は、毎月開催される教育委員会定例
会での議案などの審議のほか、教育現場・施設の実態
の把握のための学校訪問、各種行事・式典への参加な
ど、様々な活動を行っています。

○雲仙市教育委員会定例会の開催
　毎月開催しており、議案
の審査や教育施策の実施状
況などについて協議を行っ
ています。また、定例会終
了後に必要に応じて教育委
員会実施事業の勉強会も
行っています。

○雲仙市総合教育会議への参加
　法改正により、本年度か
ら市長が開催する会議で、
市長と教育委員が雲仙市の
教育の充実を図るため、意
見交換を行いました。5月と
11月に2回開催されました。

○学校訪問の実施
　校長の学校経営や学校施
設の状況を把握することに
より、学校現場の教育状況
の把握に努め、学校教育の
振興を図るために、教育委
員による学校訪問を実施しました。7月から11月にか
けて、小浜中学校、小浜小学校、大正小学校、南串第
一小学校の4校を訪問しました。

○長崎県市町村教育委員会研究大会への参加
　長崎県市町村教育委員会
研究大会が島原市において
開催され、「学校における児
童・生徒の支援等について」
をテーマとして、雲仙市教
育委員より発表を行いまし
た。「児童生徒サポートセンター事業」「スクールサポー
ター事業」の2事業の成果などについての発表後、活
発な意見交換がなされました。

○その他各種行事・式典等への参加
　小中学校入学式・卒業式、小中学校研究指定校発表
会、成人式、少年の主張大会、県民体育大会選手団結
団壮行式、消防出初式の他、数多く参加しています。

『す てきな♪ドリームコンサート』が
開催されました

　1月31日（日）、吾妻町ふるさと会館で「すてきな♪
ドリームコンサート」が行われました。コンサートで
は、障害のある一流のクラシック演奏家やソリストた
ちによる素晴らしい演奏のほか、市内の子どもや大人
たちが多くの練習を重ねてきたミュージカル「サウン
ド・オブ・ミュージック」にて共演しました。来場者
からは温かな拍手が送られ、会場中が笑顔に包まれた
コンサートとなりました。
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第10回雲仙市美術展覧会が開催されました

　2月4日から7日まで「第10回雲仙市美術展覧会」が愛野
町公民館で開催され、会場には7部門「日本画・洋画・彫
刻・工芸・書・写真・デザイン」の作品120点が並びまし
た。
　初日には、オープニングセレモニーに多くの市民が訪れ、
その後に行われた市展実行委員の解説に興味深く耳を傾け
ていました。
　また、10回記念展として南串山出身の早世の日本画家「馬
場孟臣」先生の特別展も開催され、すばらしい作品に多く
の人が魅了された様子でした。

心のこもった作品が会場いっぱいに並びました

第23回　南串山書き初め大会

　1月5日、南串中学校体育館において「第23回　南串
山書き初め大会」が開催されました。南串山で毎年行
なわれる伝統的な行事で、77人の小中学生が参加しま
した。各自、新年の思いを筆に込め、集中して課題を
書き上げることができました。今年は大正時代の書き
初めも展示するなど、伝統行事に花を添えました。

コミュニティ助成事業で整備されました

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの収益によ
るコミュニティ助成事業を行っています。
　この助成金を活用して、国見町片田自治会において
片田公民館が建設されました。

100 回目のハッピーバースデイ♪

1月15日生　吉田　フユノさん（瑞穂町）

　「遠いところからわざわざありがとうございます」と
お気遣いいただいた吉田さん。
質問にもはきはきとお答えくださり、長生きの秘訣は
「おしゃべり」。好きなことは「ぬりえ」とのこと。
　どうぞこれからも健康で長生きされ、幸せにお過ご
しください。

第27回　南串山新春マラソン大会

　1月9日、南串山文化センターを起点に、恒例の南串
山新春マラソン大会が開催され、小中学生170人が商
店街を元気よく駆け抜けました。
　各学年冬休みに走りこんだ成果を遺憾なく発揮し、
デッドヒートを展開。寒さも吹き飛ばす熱いマラソン
大会となりました。
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自治会活動を活性化するための懇談会

　1月28日、市内7町自治会長会の正副会長で構成される雲仙市自治
会長連合会主催による ｢自治会活動を活性化するための懇談会｣ が
開催されました。
　懇談会では地域が抱える課題として「自治会活動の活性化」や「学
校と地域の関わり」などについて活発な意見交換が行なわれ、各自
治会の取り組み事例の発表や問題提起がなされました。また、今後
更に自治会と行政が情報を共有し、一体となって取り組んでいくこ
とが確認されました。

思春期教室を開催しました

　1月26日、千々石中学校3年生を対象に「思春期教室」を開催しました。
助産師の佐藤信子さんを講師に迎え、男女の恋愛に対する気持ちの違いや、
10～20代に増えている性感染症、10代の妊娠や人工妊娠中絶、命の誕生、
お母さんからのメッセージなどをお話していただきました。

〈参加した生徒の感想を一部ご紹介します〉
・私たちの将来に関わってくる事だと思うので、この時期にこのような教
室があって良かったです。将来のためにもちゃんとした知識を持ってお
くことが大切だと感じました。
・自分が産まれた時、お母さんは喜んでくれて、大切に育ててきてくれた
と思うし、嫌なことがあったりしても、お母さんとお父さんがくれた自
分の命を大切に生きていこうと思いました。

橘神社で大寒禊が行なわれました

　1月21日、千々石町の千々石川において「橘神社寒中禊」が行なわれ、
市内外より男女38人が参加しました。1年で最も寒いとされる24節気の1
つ「大寒」の日の午前4時の気温は1度、水温は7.2度。参加者らは「エイ、
エイ」と声を掛け合いながら今年1年の無病息災を祈り、約5分ほど水に漬
かりました。

第9回雲仙アヅマクロス大会が開催されました

　2月7日、吾妻体育館で第9回雲仙アヅマクロス大会
が開催されました。
　雲仙アヅマクロスは、雲仙市オリジナルの軽スポー
ツで身体接触や怪我などが少なく幅広い年代の人が気
軽に楽しめるスポーツで、平成26年長崎がんばらんば
国体でもデモスポ行事として開催されました。この日
は小学生から大人まで50チーム約100人が参加し、競
技を楽しみながら気持ちのいい汗を流しました。
〈小学生の部〉
優　勝：多比良少年ソフトボールクラブD（国）
準優勝：多比良少年ソフトボールクラブA（国）
３　位：多比良少年ソフトボールクラブC（国）
４　位：多比良少年ソフトボールクラブB（国）

　

　

〈一般の部〉
優　勝：ルパン（瑞）
準優勝：玉乗りピエロ（吾）
３　位：ジャニーズおやじ（国）
４　位：ひじくろ（国）

〈シニアの部〉
優　勝：アップル（国）
準優勝：マリン（愛）
３　位：パラダイス（千）
４　位：ひまわり（吾）
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九州（長崎県）スポーツ推進委員研究大会
において表彰を受けました

　1月30日、31日の2日間、大村市で「第58回九州地
区スポーツ推進委員研究大会（兼長崎県スポーツ推進
委員研究大会）」が開催されました。
　雲仙市スポーツ推進委員として、地域の生涯スポー
ツの普及・振興に永く取り組んで来られた3人の委員が、
功労者表彰を受賞されました。また、島田委員につい
ては、昨年度、長崎県スポーツ推進委員の役員を務め
られたことに対し、感謝状が贈呈されました。これま
での経験を活かし、今後も地域のリーダーとしてスポー
ツの振興に寄与されることが期待されます。

小浜中学校吹奏楽部　
全国大会で10年連続「金賞」の快挙！！

　11月22日、大阪城ホールにおいて開催された「第
28回全日本マーチングコンテスト」で九州地区代表と
して小浜中学校吹奏楽部が出場しました。
　当日は、全国各地から25チームの精鋭が出場する中、
部員27人一人ひとりの正確で美しい演技と堂々とした
力強い演奏で、みごと「金賞｣ を受賞しました。同吹
奏楽部は12年連続での全国大会出場、10年連続「金賞」
を受賞するというすばらしい快挙を成し遂げられ、12
月15日、市長へ金賞受賞の報告をされました。

千々石地域防災教育を中心とした
実践的安全教育成果発表会が開催されました

　1月22日、千々石第一小学校と千々石中学校を会場
に『雲仙市千々石地域防災教育を中心とした実践的安
全教育成果発表会』が開催されました。
　防災に関する授業を公開するとともに、市内小・中
学校の先生らを中心に、各関係専門機関の助言をいた
だきながら、これまで取り組んできた成果を発表し協
議を深めました。今後、雲仙市内小・中学校における
防災教育の推進が期待されます。

小浜高校吹奏楽部　長崎県アンサンブルコンテ
スト&九州アンサンブルコンテスト金賞受賞!!

　小浜高等学校吹奏楽部は12月20日、諌早文化会館に
おいて行われた第42回長崎県アンサンブルコンテスト
に出場し、金管三重奏の編成で素晴らしい演奏を披露
し、金賞を受賞しました。また、2月7日に行われた上
位大会である第41回九州アンサンブルコンテストでも
他の出場校にも劣らない見事な演奏で観客を魅了し、
金賞を受賞しました。

森下祐樹（南串山町）

吉弘真志（瑞穂町）

境　正信（国見町）

島田博文（国見町）

2月18日九州アンサンブルコンテスト金賞受賞報告会時

10年連続金賞受賞の小浜中学校吹奏楽部の皆さん

ハローワークで19種類の仕事を
紹介

本物の警察官と一緒に防犯パト
ロール

第2回子どもの国INうんぜんが開国

　1月31日、国見農村環境改善センターにおいて、今
年も「子どもの国INうんぜん」が開催されました。こ
の事業は、子どもたちが自分たちでルールを作り、自
分のやりたい仕事を選び、働いたお給料で好きなもの
を買うことで、働く意義やまちづくりの楽しさを体験
してもらおうという取組みです。地域の大人たちの支
援を受けながら、真面目に楽しく働く子どもたち約
100人の姿はみな頼もしく、生き生きと輝いていました。
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図書館キャラクター決定!!

三度の飯より

本読みたい！

こんにちは！
  ラブックン
　　　　です！

【名　　　前】	 ラブックン
【誕　生　日】	 10月27日（読書の日）
【性　　　別】	 読書男子
【趣　　　味】	 読書、図書館・図書室めぐり
【好きなもの】	 小浜ちゃんぽん、千々石の棚田米
	 雲仙のお茶

【苦手なもの】	 雨、強い日差し

最優秀賞　小森亜樹さんのコメント
　名前は「LOVE（ラブ）BOOK（ブック）」を略して「ラブッ
クン」です。顔は図書館にちなんでの本、目はBOOK型の
めがね、鼻はLOVEの「L」です。手はたいらガネ、服は有
明海と橘湾をイメージした青いオーバーオールです。ポケッ
トは愛野と南串山のじゃがいも、胸元のリボンの色は小浜
ちゃんぽんの具をイメージしています。
　「雲仙市の魅力をたくさん詰め込んだ図書館に、たくさん
の人が集まって欲しい」という思いを込めて考えました。
　ラブックンの活躍でたくさんの人が本と友達になってくれ
ると嬉しいです。

【図書館キャラクター応募作品展のお知らせ】
　図書館キャラクターの応募作品207作品のうち上位31作品を下記のとおり展示します。
惜しくも採用にはならなかったものの、雲仙市の魅力、図書館の魅力にあふれたイラストをぜひご覧ください。
期　間：2月24日（水）～3月31日（木）　　場　所：市内図書館・図書室（雲仙市図書館以外は複製を展示）

図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
発
表
！

　
図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
つ
い
に

発
表
で
す
！
名
前
は
「
ラ
ブ
ッ
ク

ン
」。
小
森
亜
樹
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

応
募
い
た
だ
い
た
２
０
７
作
品
の
中

か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
２
月
13
日（
土
）に
雲
仙
市
図
書
館

で
開
催
さ
れ
た「
第
11
回
雲
仙
市
と

し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」の
表
彰
式
で
は
、

初
お
披
露
目
が
行
わ
れ
、
ラ
ブ
ッ
ク

ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
移
動
図
書
館

車
が
登
場
し
ま
し
た
。
移
動
図
書
館

車
は
今
後
、
千
々
石
～
南
串
山
を
中

心
に
市
内
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
。

小森亜樹さん（中央）

（上：移動図書館車）
（右：図書貸出用バッグ）
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子ども支援課（☎36-2500）問

問『子育てサポートセンター』☎36－2500

　保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど　子育て中の“ちょっと困った！”を解決する
応援をしています。育児の支援を受けたい人（依頼会員）やそれをサポートしてくださる人（協力会
員）を募集しています。詳しくは子育てサポートセンターまでご連絡下さい。

●子育てサポートセンターからのお知らせ

※市ホームページに各センターの行事予定などを詳しく掲載しています。●3月の『子育て支援センター』情報

施設名・問合わせ 開設日時等

【くにみ子ども園】
みるきぃ
（☎78－5655）

★月～金曜日10：00～15：00開園・園庭開放　　☆ベビーマッサージ　毎週行っています。
詳しくは「くにみ子ども園」のホームページをご覧ください。くにみ子ども園　検索  で検索してください。

【ＮＰＯ法人子育て
ネットやまぼうしの会】
ぽっかぽか
（☎78－2528）

★国見ひろば
　月～金曜日10：00～15：00 場所　…国見農村環境改善センター内
☆毎週木曜日…わらべうた＆ベビーマッサージ（要予約）
★出張愛野ひろば　毎週１回（10：00～13：00）　
 　場所　…愛野町公民館　
詳しくは 子育てひろば　ぽっかぽか　検索  で検索してください。

【洗心保育園】アリス
（☎77－2727） ★火・木・金曜日・第2,4土曜日　10：00～15：00開園

【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
（☎38－3306）

★月・水・金曜日10：00～15：00園庭開放、ひろば開放

☆親子教室…今月はお休みします。

【すぎのこ保育園】
子育て支援センター
（☎36－1772）

★月・水・金曜日10：00～15：00開園

第4月曜日…出張子育て教室　　※愛野保健福祉センターにて（10：30～11：30）

【小浜こども園】
すくすくルーム
（☎76－0117）　

★月～金曜日10：00～15：00開園
☆親子教室…毎週火・金曜日　10：00～12：00　　
第3金曜日：身体測定の日　木曜日：ベビーマッサージ 

【串山保育園】　子育て
スペース「あおぞら」
（☎88－2685）

★月～金曜日10：00～15：00開園

★親子教室・・・第1・3水曜日

子ども支援課（☎36-2500）問

早寝・早起き・朝ごはん（第12回）
　1年間「早寝・早起き・朝
ごはん」について掲載して
きましたが、雲仙市では赤
ちゃん健康相談、1歳6か月
児健診、2歳児親子歯科健
診、3歳児健診の会場で、
子どもの食事や生活リズム
の大切さについて保護者の
方にお話をしています。親
子で生活リズムを整え、家
族みんなが健康に過ごせる
ように心がけましょう。

子どもの生活リズム

0

分泌ピーク
成長ホルモン

分泌ピーク

3

6

9

12

15

18

21

8

セロトニン

★骨の成長を促進、筋肉を育てる
★大脳や神経の働きを育てる
★夜中の最も深い眠り（0時頃）に集中して分泌
★脂肪分解

★眠りを誘うホルモン
★1～ 5歳がメラトニン大量分泌
★周囲が暗いと大量分泌、明るいと
　分泌減少
★思春期まで、第二次性徴を抑える
★抗酸化作用によって抗癌作用や
　老化防止

★脳と体を覚醒させ、日中
　活動しやすくする。
★心のバランスを整える
　（イライラを抑え、機嫌が
　　いい状態にする）

メラトニン

生活リズムを整えるコツ！
・朝の光を浴びる
・ごはんは良く噛んで食べる
・昼間は元気に体を動かす 
・寝るときは、暗く静かな
　環境をつくる
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子ども支援課（☎36-2500）問

子ども支援課（☎36-2500）問

問　子ども支援課　☎ 36-2500

DVに関するQ＆A
～当てはまる場合はご相談ください～

■長崎県配偶者暴力相談支援センター…… ☎095-846-0560
■長崎県男女共同参画推進センター……… ☎095-822-4730
■県警本部ストーカー・DV相談…………… ☎095-820-0110（内線3043または3044）

殴る、けるなどはしないが、私にひどい暴言を浴びせます。携帯電話をチェックしたり、実家の
家族や友人にも会うなと言ってきます。これもDVですか？

直接身体への暴力がなくても、暴言を吐く、あなたの言いたいことに耳を貸さない、携帯電話や
プライバシーに関する事をチェックする、あなたが「いや」と思うことを強制する、友人に会う
なと行動を制限する、などこれらも暴力でありDVです。

Q1

A1

子どもには手をあげませんが、それでも影響がありますか？

子どもの目の前でDVが行われることは子どもを深く傷つける虐待行為です。直接殴られたりけ
られたりしなくても、子どもは心に深刻なダメージを受けています。大人の顔色をうかがう、乱
暴な行動をとる、感情を表さない、などの症状が現れることもあります。

Q4
A4

結婚はしていませんが、付き合っている彼からの暴力もDVでしょうか？

恋人からの暴力もDVにあたります。結婚している、していないは関係ありません。

Q2
A2

加害者はいつか暴力をやめますか？

暴力をやめることは加害者が長年つちかってきた価値観を変えることです。かえるには加害者自
身が長い時間をかけ努力しなければなりません。多くの場合、加害者が本気で暴力を辞めようと
決意するのは、被害者が離婚を突きつけるなど覚悟を決めて加害者から離れる行動に出たときと
言われています。

Q5

A5

加害者は、精神病やアルコール依存症などの問題を持っている人ばかりなのでしょうか？

DVは精神病やアルコール依存症などの問題が原因でなく、親密な人を力で支配していいという間
違った価値観をもっていることが原因です。加害者の年齢、職業、社会的地位、学歴などは千差
万別で、家庭の外では温和に見えるような人が、家庭では暴力をふるっているという事もあります。

Q3
A3

殴られたり、けられたり、身の危険を感じ恐いです。

身の危険を感じたら、その場を離れ、安全を確保することが先決です。警察に通報し、支援を求
めてください。

Q6
A6
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健康うんぜん21（第2次）～できることからはじめよう！～

3月は自殺対策強化月間です
例年、月別自殺者数の最も多い3月が「自殺対策強化月間」と定められています。

　全国の自殺者数は、毎年3万人を超える高水準で推移していましたが、平成24年に15年ぶりに3万人を下
回りました。長崎県の自殺者数も400人超で推移していましたが、近年減少傾向を示し、300人前後となっ
ています。しかしながら、雲仙市の自殺者数は横ばいです。（図１）

　「60歳代」が最も多く、次いで「80歳代」、「50歳代」の順です。（図２）

◆雲仙市の自殺の現状
自殺者数推移

年齢別構成（H21～26年集計）

（図１） （図２）

　自殺者の多くがうつ病にかかっている可能性も示唆されています。うつ病患者は増えていますが、それ
でも4人に3人は治療を受けていないと言われています。
　うつ病は、気分や思考・意欲などを担当する『セロトニン』『ノルアドレナリン』という脳内ホルモン（神
経伝達物質）が減少するために生じる病気です。困難や仕事などが多い場合に脳内の神経伝達物質を使い
果たしてしまいます。

“脳のバッテリー切れ、エネルギー切れ”といった状態ですから、頑張りたくても頑張れない
状態です。

　うつ病の症状には、よく眠れない・やる気が出ないなどがあります。「もしかして？」と思ったら、
かかりつけ医または心療内科・精神科などの専門医師へ早めに相談しましょう。

　うつ症状の改善には、脳内ホルモンを増やす作用を持つ『抗うつ薬』の服用と、
脳のエネルギー消費を抑えるための『休養』が必要となります。

雲仙市 長崎県
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雲仙市食生活改善推進員連絡協議会小浜支部

今 月 の 食 改 さ ん

ブロッコリーとし
めじのホットサラ

ダ

栄養価（1人分当たり）
エネルギー たんぱく質 脂質 食塩相当量
71kcal 4.0g 5.3g 0.5g

【作り方】
（1）	ブロッコリーは小房に分け、しめじは石突きをのぞいて小房に分ける。耐熱容器に並べてラップをかけ、電

子レンジで3分加熱する。
（2）	Aを混ぜ合わせ、ドレッシングを作る。
（3）	熱々の①にドレッシングをかける。

【材料（4人分）】
ブロッコリー………… 1/2株
しめじ…………… 1/2パック

マヨネーズ………… 大さじ2
辛子明太子…大さじ1（30g）
牛乳………………… 大さじ1

電子レンジを使って、簡単にできる一品です。
ドレッシングは、使う分だけを手作りし、使いすぎないように工夫しましょう。

問　健康づくり課　☎ 38－3111

A

　雲仙市では、ゲートキーパー養成講座を実施し、これまでに延べ706人の方が受講されました。
　ゲートキーパーは、自殺に向かおうとする人を食い止める“いのちの門番”。専門家や特別な職業の人だ
けに限定されるわけではなく、以下の４つを身近な人に実践するだけで、あなたもゲートキーパーになれる
のです。

みんなで取り組む、いのちを支える自殺対策
～大切ないのちを守るために　あなたの力を貸してください～

雲仙市図書館内に『本のチカラでココロとからだを元気にしたい！』コーナーを設けました。
この機会に足をはこんでみませんか？

身近な人の変化に
「気づく」

適切な専門家に
「つなぐ」

気づいたら
「声をかける」

相手の気持ちに
寄り添い

「傾聴」する
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雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問

Vol.96

　

１
月
16
日
、
吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

に
お
い
て
「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
女
性

力
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
島
原
半
島
三
市
（
雲

仙
市
、
島
原
市
、
南
島
原
市
）
で
構
成

す
る
男
女
共
同
参
画
島
原
半
島
三
市
地

域
活
動
促
進
会
議
の
事
業
と
し
て
実
施

し
、
三
市
か
ら
約
40
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
川
棚
町
で
活
動
さ
れ

て
い
る
「
よ
っ
て
み
ゅ
う
会
」
に
よ
る

寸
劇
が
行
わ
れ
、
３
人
組
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
方
言
を
交
え
て
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
こ
と
を
面
白
お
か
し
く
会
話
を

す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
笑
い
声
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

　
第
２
部
で
は
島
原
半
島
三
市
で
活
躍
し

て
い
る
女
性
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雲
仙
市
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ン
）
を
用
い
た

写
真
家
で
あ
る
内
田
加
奈
子
さ
ん
、
島
原

市
か
ら
は
、「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
き
た
田
」

を
主
宰
さ
れ
て
い
る
北
田
貴
子
さ
ん
、
そ

し
て
南
島
原
市
か
ら
は
、
男
女
共
同
参
画

推
進
懇
話
会
委
員
で
あ
り
民
泊
の
活
動
も

さ
れ
て
い
る
太
田
香
代
子
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
内
容
や
将
来
の
目
標
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
笑
い
ヨ
ガ
講
座
を
行

い
ま
し
た
。
な
が
さ
き
笑
い
ヨ
ガ
倶
楽

部
の
代
表
で
あ
る
岩
本
千
恵
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
、
笑
い
ヨ
ガ
を
行
い
、
参

加
者
全
員
が
笑
顔
で
心
も
体
も
ポ
カ
ポ

カ
に
な
り
な
が
ら
今
回
の
講
座
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
女
性
力

ア
ッ
プ
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
！

　
１
月
23
日
、
吾
妻
町
三
室
三
自
治
公
民

館
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
の
梅
津
圭
子
セ
ン
タ
ー
長
を

お
迎
え
し
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ

る
社
会
を
目
指
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
今
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
「
男
は

仕
事
、
女
は
家
事
」
な
ど
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
意
識
の
現
状
や
、
多
様
性
を
認

め
合
う
こ
と
で
男
女
共
同
参
画
社
会
を
築

き
あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
内

容
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
講
座
を
も
っ
と

早
く
聞
き
た
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
も
あ

り
、
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
講
座
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

よってみゅう会による寸劇

笑いヨガ講座の様子

出前講座の様子

雲仙市在住の内田加奈子さん

※�「出前講座」のご希望がございましたら、
お気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】男女共同参画センター（☎38-3111）

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
！

（
吾
妻
町
三
室
三
自
治
会
）
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こちら
です。雲仙市消費生

活センター
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休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医

2
月
健
康
テ
レ
ホ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】 
☎
0
1
2
0－
5
5
5－
2
0
3

【
長
崎
】 
☎
0
9
5－
8
2
6－
5
5
1
1

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談（
P
H
S
、I
P
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
0
1
2
0－
9
6
7－
9
4
7

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
0
1
2
0－
9
2
8－
4
7
1

県
教
育
委
員
会「
い
じ
め
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
…
…
☎
0
5
7
0－
0
7
8－
3
1
0

（
診
療
時
間
／
午
前
9時
～
12
時
）

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
は
、携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
前
9時
か
ら
翌
朝
午
前
9時
ま
で
の
24
時
間
、同
じ
内
容
の
テ
ー
プ
が

3分
間
流
れ
ま
す
。

※
内
容
は
、専
門
の
医
師
、歯
科
医
師
が
作
り
ま
す
。

長
崎
県
保
険
医
協
会

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

６
日

13
日

20
日

21
日

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

7777
27
日

3日 10
日

17
日

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

62
-4
36
1

88
-3
21
5

62
-1
18
0

88
-3
80
0

62
-2
90
1

74
-5
10
0

62
-3
01
6

74
-5
67
8

は
ら
ぐ
ち
歯
科
医
院

馬
場
歯
科
医
院

宮
﨑
歯
科
医
院

広
田
歯
科
医
院

い
な
だ
歯
科

萩
尾
歯
科
医
院

山
口
歯
科
医
院

小
浜
み
や
も
と
歯
科
医
院

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

62
-4
42
7

75
-0
28
1

62
-7
30
0

37
-2
00
7

62
-7
40
7

37
-2
12
1

63
-1
75
0

37
-2
81
8

寺
田
歯
科
診
療
所

津
田
歯
科
医
院

み
や
ざ
き
歯
科

永
田
歯
科
医
院

大
田
歯
科
医
院

天
野
歯
科

渡
部
歯
科
医
院

城
代
歯
科
医
院

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
） 

胆
管
が
ん

子
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

と
び
ひ

む
ず
む
ず
足
症
候
群 （
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
）

女
性
の
尿
も
れ

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土・
日
曜
日

4

 日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
  

 
1 

2 
3 

4 
5

 6
 

7 
8 

9 
10
 

11
 

12

 1
3 

14
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19

 2
0 

21
 

22
 

23
 

24
 

25
 

26

 2
7 

28
 

29
 

30
 

31
 

1 
2

　
●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
Ｐ
２
４

●
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動（
～
７
日
）※
詳
細

Ｐ
２
１

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

（
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
後
1
時

～
4
時
、小
浜
総
合
支

所
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
南
串
山
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

　
本
田
医
院

　（
国
見
町
78
-2
76
8）

　
木
戸
眼
科

　（
小
浜
町
74
-3
22
2）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　 （
国見
農村
環境
改善
セン
ター
）

●
行
政
相
談
（午

前9
時3
0分
～

正午
、国
見総

合福
祉セ
ンタ
ー）

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～

4時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談（
午
後
1時
～
4時
、愛
野
町
公
民
館
）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練
※
詳
細
Ｐ
２
４

●
行
政
相
談 （
午
前
9時
～

正
午
、瑞
穂
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～

4時
、南
串
山
総
合
支
所
）

●
視覚
障害
者の
生活
訓練
※詳
細Ｐ
２４

●
行
政
相
談（
午
前
9
時

～
正
午
、吾
妻
町
ふ
る

さ
と
会
館
）

●
人
権
よ
ろ
ず
相
談（
午

前
9
時
～
正
午
、国
見

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）

　
佐
藤
医
院

　（
国
見
町
78
-5
55
5）

　
菅
医
院

　（
小
浜
町
74
-2
45
7）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
Ｐ
２
４

●
市
立
中
学
校
卒
業
証

書
授
与
式

●
献
血（
午
前
9時
30
分

～
午
後
4
時
、千
々
石

総
合
支
所
）

●
市
立
小
学
校
卒
業
証

書
授
与
式

●
行
政
相
談（
午
後
1
時

3
0
分
～
4
時
、愛
野
総

合
支
所
）

　
菅
耳
鼻
咽
喉
科

　 （
南
串
山
町
88
-3
13
1）

　
前
田
胃
腸
科
内
科

　（
瑞
穂
町
77
-3
08
9）

　
松
本
内
科
医
院

　（
国
見
町
65
-3
33
3）

　
京
泊
馬
場
医
院

　（
南
串
山
町
88
-2
05
0）

●
献
血（
午
前
9時
30
分

～
午
後
0
時
3
0
分
、南

串
山
総
合
支
所
）

●
雲
仙
市
就
職
支
援
事
業

相
談
日（
午
前
1
0
時

3
0
分
～
午
後
4
時
2
0

分
、愛
野
町
公
民
館
）

●
献
血（
午
前
９
時
～
午

後
４
時
、雲
仙
市
役
所

本
庁
）

●
各
小・
中
学
校
修
了
式

●
第
20
回
吾
妻
町
は
た
保

存
会
は
た
揚
げ
大
会（
午

前
10
時
～
午
後
3時
、吾

妻
町
牛
口
み
な
と
タ
ウ
ン
）

　
天
野
医
院

　 （
千
々
石
町
37
-2
01
5）

　
太
田
整
形
外
科

　（
国
見
町
78
-5
41
3）

●
献
血（
午
後
1
時
～
4

時
、
国
見
町
文
化
会

館
）

12
11
10

3月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

昭
和
の
日

元
日

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
1
0
:3
0
、8
月
の
対
象
/H
2
6
.8
～
H
2
7
.3

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

憲
法
記
念
日

文
化
の
日

振
替
休
日

春
分
の
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
３
月
の
対
象
/H
27
.3
～
H
27
.1
0

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

1
2
日（
火
）～
1
6
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

医医

医医

医医医医

医医

医医



　
諫
早
方
面
か
ら
堤
防
道
路
を
経
由
し

て
島
原
半
島
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
雲
仙

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
向
か
っ
て
道
を
進

む
と
、
左
手
に
墓
地
に
な
っ
て
い
る
小

高
い
丘
が
み
え
ま
す
。
こ
の
丘
は
自
然

の
地
形
で
は
な
く
、
人
の
手
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
〝
古
墳
〟
で
す
。

　
守
山
大
塚
古
墳
は
、
長
崎
県
内
の
前

方
後
円
墳
と
し
て
は
、
壱
岐
市
の
双そ
う
ろ
く六

古
墳
に
次
ぐ
２
番
目
の
大
き
さ
を
誇
り
、

４
世
紀
前
半
（
約
１
，
７
０
０
年
前
）

頃
に
つ
く
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
通
常
、
前
方
後
円
墳
は
全
体
が
〝
葺ふ
き

石い
し
〟
と
呼
ば
れ
る
石
で
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
20
～
21
年
に
、
守
山
大
塚
古

墳
周
囲
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、

人
の
頭
く
ら
い
の
大
き
さ
の
葺
石
を
検

出
し
ま
し
た
。
太
古
の
人
々
は
、
川
の

流
れ
に
よ
り
角
が
取
れ
て
丸
く
な
っ
た

雲
仙
火
山
の
溶
岩
を
用
い
て
、
大
切
な

古
墳
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
奈
良
時
代
以
降
、
島
原
半
島

北
部
で
は
多
く
の
水
田
や
畑
が
つ
く
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
面
は
平

ら
に
な
ら
さ
れ
、
多
く
の
遺
跡
や
古
墳

が
失
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
守
山
大
塚
古
墳
が
残
っ

た
の
は
、
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
人

物
に
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　
守
山
大
塚
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
、

日
本
を
治
め
て
い
た
大
和
朝
廷
に
と
っ

て
、
農
作
物
の
確
保
は
大
変
重
要
で
し

た
。
雲
仙
火
山
の
噴
火
と
長
い
年
月
が

つ
く
り
上
げ
た
肥
沃
な
土
は
、
豊
か
な

農
作
物
を
産
み
出
す
貴
重
な
天
然
資
源

だ
っ
た
の
で
す
。
よ
っ
て
朝
廷
は
、
肥

沃
な
土
が
広
が
る
土
地
の
管
理
を
、
信

頼
す
る
重
要
人
物
に
任
せ
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
守
山
大
塚
古
墳
が
円

墳
で
な
く
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
も
、

こ
れ
を
裏
付
け
ま
す
。
前

方
後
円
墳
は
、
朝
廷
と
関

わ
り
の
深
い
人
物
し
か
つ

く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
。
つ
ま
り
守
山

大
塚
古
墳
に
は
、
朝
廷
や

地
域
の
人
に
と
っ
て
特
別

な
存
在
と
い
え
る
、
有
力

な
豪
族
が
埋
葬
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

雲
仙
市
歴
史
資
料
館
国

見
展
示
館
に
は
、
守
山
大

塚
古
墳
周
辺
で
行
わ
れ
た

発
掘
調
査
の
成
果
に
加
え
、

島
原
半
島
の
北
部
に
点
在

す
る
複
数
の
遺
跡
か
ら
の

様
々
な
出
土
品
が
、
時
代

順
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の

神
代
中
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
た
こ
の

展
示
館
で
、
お
よ
そ
３
万
年
間
に
わ

た
っ
て
島
原
半
島
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て

き
た
、
人
々
の
営
み
と
歴
史
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
次
回
は
、
平
成
27
年
11
月
17
日
に
ユ

ネ
ス
コ
の
正
式
事
業
と
な
っ
た
島
原
半

島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す

る
最
新
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。　

守も
り
や
ま山
大
塚
古
墳
と

　
雲
仙
市
歴
史
資
料
館
国
見
展
示
館

守
山
大
塚
古
墳
の
全
景
（
古
墳
の
上
は
墓
地
に

な
っ
て
い
ま
す
）

雲仙市歴史資料館国見展示館（かつての神代村立中学校の校舎です）
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　冬の寒さで硬くなった体を簡単なストレッチでほぐし、細胞の活性化を意識した若返り効果がある健康体操を
学びましょう♪
日時 3月22日㈫　午後1時30分～3時30分　　 講師 寺尾 やす子 氏　（レクリエーション指導者）

対象 一般女性　　　 定員 20人（先着順）　　　 費用 無料　　　 持参品 タオル・飲み物
場所 南串山保健福祉センター（多目的集会室）
申込先 生涯学習課　南串山駐在 　☎0957-88-3114　　　 申込期間 3月1日㈫～15日㈫

第5回白ゆりエプロン学級　体が目覚める「健康ストレッチ教室」

市民講座UNZEN 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前９～５時までです。皆さんのご応募お待ちしています。

　市では市税について、納期限までに納付している皆さんとの負担の公平性を確保するため、３月から５月までを「滞
納処分強化月間」として取り組みます。
■差押えを強化します。
　●滞納処分
　　市税などを督促状によっても納付されない時には、法律に基づいて財産を調査し、財産の差押えなどをすることです。
　　差押えた財産は、取り立て・公売などにより換価（現金化）して滞納税に充当します。
　●差押えの種類
　　�預貯金、給与、売掛金などのあらゆる債権、動産（軽自動車・貴金属・電化製品など）、不動産（土地・建物）など、
換価が有効と判断される財産を差し押さえます。

　　財産調査では、金融機関に対する預貯金調査、勤務先に対する給与調査、取引先への売掛金調査などを実施します。
　　これらの調査は、法律に基づくもので、本人の承諾は必要ありません。
■延滞金の徴収を強化します。
　　納期を過ぎても納められない税金には、地方税法に基づき、納期限の翌日から延滞金が加算されます。
　　�延滞金は、年9.1％（平成28年）と高くなっていますが、これは納期限内納税者との公平性を確保するためのもので、
特段の事由を除き免除することはできません。滞納処分の対象となります。

■早めに納税相談を！
　�　病気やケガ、失業や倒産などの理由から納期限までに納税できない人や既に督促状や催告書が手元に届いている人
は、そのままにしておいても解決しません。滞納処分を受ける前に、早めに収納推進課までご相談ください。

　�　雲仙市では、多重債務や多額の借金返済が原因で市税などが滞納となっている納税者に対し、ファイナンシャルプ
ランナーと協力して、生活再建型の滞納整理に取り組んでいます。これまでに、約574万円の過払い金を回収するこ
とができました。相談は無料です。債務を整理し、過払い金を取り戻すことにより、市税の滞納をなくしましょう。
■解決方法はあります！
　○�消費者金融や信販会社からの借入期間が5年以上の場合は、すでに返済が終わっている可能性があり、10年以内に
完済した人は、過払い金が取り戻せる可能性があります。

　○返済が終わっていなくても借金総額の圧縮が可能です。
　○利息制限法の金利で再計算しても、なお返済額が残る場合は、破産して借入を0円にすることもできます。
■まずはご相談ください！ !
　　過払い金や多重債務により市税の納税に困っている人は、まずは相談してください。相談が解決の一歩です。
　　�消費者金融や信販会社に対する過払い金請求には、時効があります。時効により請求ができない場合がありますの
で、今すぐ、ご相談ください! ！

� 問　収納推進課　☎38-3111

消費者金融などのローンの返済で納税が行き詰っている人へ

市税滞納処分強化月間
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相談
無料自立相談支援事業

まずは、お電話にてお問い合せください。
0957－36－2500

　失業・病気・人間関係など様々な問題で生活に困っている人、一人で悩まず、まずご相談ください。どうしたら
いいかを一緒に考え、各種関係機関と連携しながら解決に向けてお手伝いします。もちろん秘密は厳守します。

◆対象となる方　雲仙市内にお住まいで経済的にお困りの方

ご相談・お問い合せ先
雲仙市福祉事務所　保護課
☎36-2500

受付時間
月曜日～金曜日
午前８時30分～午後５時15分
（土、日曜日祝日、年末年始はお休み）

生活に困っているが、
どこに相談していいか
分からない…

介護のために仕事を辞
めたがこれからどうした
らよいか…

仕事を失い、家賃の
支払に困っている…

夜間のお子さまの急な病気やケガ等の際、
保護者の方が対処に戸惑う時や医療機関を
受診すべきかお困りの場合に、電話で相談
に応じる「小児救急電話相談」が開設され
ています！

病気の診断・治療を行うものでなく、応急措置の方法や医療機関受診の要否等に
ついての「助言」を行うものです。最終的な判断は、お子さんに最も近いところ
にいる保護者ご自身で行ってください。

利用上の注意

看護師、保健師または、必要に応じ小児科医が対応相談対応者

一般電話プッシュ回線、携帯電話、公衆電話から　短縮電話番号　♯８０００電話番号

毎日　午後７時～翌朝８時相談時間 無料相談料金

おおむね15歳未満の子どもの保護者

対象者

問　長崎県医療政策課　☎095-824-1111

20● 広報うんぜん
平成28年3月



平成28年度交通災害共済に加入しましょう
　自動車や電車などの交通機関が発達している今日、いつ「交通事故災害」に
あうかわかりません。もしものときのために、家族そろって交通災害共済に加
入しましょう。
○交通事故災害とは
　�　国内で自動車、汽車、電車、原動機付自転車、自転車（小児用自転車は除く。ただし、車輪の直径が16
インチ以上の小児用自転車は含む）、定期旅客船、旅客運送の用に供する交通船、旅客機などの接触、衝突、
転覆等による人身の事故（自損事故を含む）に遭われた場合
○加入できる人
　�　雲仙市に住民登録している人（市外に転出されている人は不可）と就学（学生）のため一時的に転出して
いる人
○共済掛金
　　加入者1人につき500円　※中途加入者（4月1日以降の加入者）についても同額
○共済期間
　　平成28年4月1日から平成29年3月31日まで
　　※中途加入者は、市役所で受理した日から平成29年3月31日まで
○請求期間
　　事故発生日から2年以内
○申し込み方法
　�　所定の申込用紙で、各自治会で取りまとめるか、市役所市民安全課または各総合支所へ直接申込みください。
　※�災害見舞金請求書、交通事故申立書は市役所にあります。その他に交通事故証明書、医師の診断書が必要
です。なお、請求の際、加入申込書兼領収書（加入者控）が必要となりますので、大切に保管をお願いします。

� 問　市民安全課　☎38-3111　または各総合支所まで

３月１日から３月７日まで全国一斉に春季火災予防運動が実施されます。
火災を起こさないように、火の取り扱いには十分注意しましょう。

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」
� （平成27年度全国統一防火標語）　　　　　

雲仙市内の火災概要表（平成27年1月～12月）
種　　別 建物火災 車両火災 林野火災 その他火災 合計

小浜消防署管内 9 1 ― 4 14
島原消防署管内 2 1 ― 2 5
雲 仙 市 合 計 11 2 ― 6 19

※小浜消防署管内　吾妻町・愛野町・千々石町・小浜町・南串山町
※島原消防署管内　国見町・瑞穂町
雲仙市内において火災が多発しています。火災の内容を見ると、「建物火災」や「たき火が原因の火災」が多
く発生しており、そのほとんどが人の不注意によるものです。火災は生命や財産を一瞬に奪ってしまいます。
火の取り扱いには十分注意しましょう。

� 問　小浜消防署（☎74-3231）　　島原消防署（☎62-0119）　　雲仙市消防団（☎38-3111）

春季全国火災予防運動
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「幸せ運ぶメールマガジン」運用中！

登録はQRコードまたは下記 HPアドレスよりお願いします。
http://www.city.unzen.nagasaki.jp/info/prev.asp?fol_id=22137

　広報うんぜんへの掲載依頼は･･･
○住所
○団体名（団体の場合のみ）
○氏名
○電話番号
○ＦＡＸ番号またはメールアドレスを明記の上
○記事（データ推奨）、○写真（データ推奨）
　を発行日（毎月1日）の1か月前までに！

紙
面
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り
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　地域の保育園・幼稚園・高齢者世帯などへの火災防火
活動や、火災予防運動時の防火広報において活躍してい
ただける女性消防団員を募集しています。現在10人の女
性団員が入団し講習を受講し、基礎知識の習得に努めて
います。

　男性消防団員と同様に火災現場へも出動する
女性消防団員も募集します。

問　雲仙市消防団（市民安全課）　☎３８-３１１１
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雲仙市在宅医療講演会
参加無料
申込不要

第１部　基調講演　演 題：

　　　　講 師：河野　宏  氏（波佐見町　こうの内科医院 院長）
第２部　体験発表　

　　　　○訪問看護ステーションＱ　訪問看護師 村里 李代  氏
　　　　○在宅療養支援を経験したご家族 伊藤 正昭  氏

講師：河野　宏　氏健康づくり課　☎38-3111

3月13日日 （開場：午後1時30分）午後2時～4時日時

場所

内容

問合せ

吾妻町ふるさと会館　多目的ホール

護師 村里里里里里里里里里 李代李代李代李代李代李代李代李代李代  氏氏氏氏氏氏氏氏
伊伊伊伊伊伊伊伊藤藤藤藤藤藤 正昭正昭正昭正昭正昭正昭正   氏

「最後まで、主人公」

国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している世帯の皆様へ

　世帯の中で、１人でも所得（収入）の申告をしていない人がいると、その世帯の所得が確定できな
いため、軽減判定基準の所得額以下であっても、国民健康保険税や後期高齢者医療保険料の軽減制度
が受けられません。また、病院での高額療養費自己負担額の判定や、入院時の限度額認定証交付等
の適用についても不利益を受けることになります。
　３月15日までに必ず申告をしましょう。

○申告が必要な人
　◆ 前年中に収入があった人
　◆ 遺族年金、障害年金などの非課税収入のみの人
　◆ 収入がなく、扶養親族(配偶者控除、扶養控除の対象者)となっていない人
○ただし、次に該当する場合は申告の必要はありません。
　◆ 確定申告、住民税申告を行った人
　◆ 給与収入のみで給与支払報告書が会社から市役所に提出されている人
　◆ 公的年金のみの収入の人（遺族・障害年金などを除く）

� 問　税務課または市民窓口課　☎38-3111

所得（収入）の申告はお済みですか？
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福祉課障害福祉班
☎36－2500 お 知 ら せ

■障害者相談員のご紹介
身体障害者 知的障害者

氏名 電話番号 担当地区 氏名 電話番号 担当地区
島田一生 78-0643 国見 織田かおる 78-1044 国見
吉武澄太 78-2648 国見 島田由美子 080-1760-3557 瑞穂
林田鈴子 78-3366 国見 原田豊春 38-6253 吾妻
川井康弘 77-2273 瑞穂 天野早苗 36-2213 愛野
秋山三井 38-2524 吾妻 長濵政廣 37-2450 千々石
所暁美 36-0232 愛野 宮﨑土朗 74-3813 小浜

山口洋子 37-3060 千々石 山下里美 88-2527 南串山
竹馬　徹 74-2034 小浜 網かけの方は長崎県の地域相談員（雲仙市）

も兼ねていらっしゃいます。秘密は固く守られます
ので、お気軽にご相談ください。

奥村時春 74-9424 小浜
井上唯信 090-6779-6414 南串山

■視覚障害者の生活訓練に参加しませんか！
視覚に障害のある人を対象に点字訓練やボランティアとの交流会をおこなっています。（参加費無料）
市役所本庁⇔小浜老人福祉センター間はマイクロバスでの送迎も行っていますので、ご利用ください。

【開催日】　3月1日㈫・8日㈫　愛野公民館　　午前10時～正午（点字訓練）
　　　　　3月9日㈬・15日㈫小浜老人福祉センター　午前10時～正午（点字訓練）午後1時～３時（交流会）

雲仙市地域自立支援協議会子ども支援部会だより
平成27年度活動報告
第１回：平成27年5月２１日開催
　○年間の取り組みを発達障害についての広報・啓発に決定しました。
第２回：平成２７年９月２８日開催
　○�｢長崎県発達障害者支援センターしおさい」より、中村先生を講師に招き発達障害の、気づきから支援に至るまでの

活動内容について発達障害者支援に関する研修会を相談支援部会と共同開催しました。
第３回：平成２７年１２月１６日開催
　○各関係機関から課題を持ち寄り討論しました。
　　・�高校進学（受験）を前に他の児童との違い（個性、特性）を理解する保護者、中学生の放課後ディサービスの利用、

不登校等もう少し早くからの支援について
　　・特別支援学級なのか、特別支援学校なのか、子ども一人ひとりに適した教育機関について
　　・子どもの支援のため各関係機関での連携について
　　・情報発信の方法について
◎新年度は、上記の課題について関係機関の意見を反映できる活動を行っていきます。
問　福祉課　障害福祉班　☎36-2500（事務局）

■障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」(市委託事業
者)は、障がいのある人やその家族を対象に、
毎月巡回相談をおこなっています。お気軽にご
相談ください。秘密は厳守します。
日時場所　3月14日㈪　南串山総合支所
時間　午後２時～４時まで  相談  無料（予約不要）
問　障害者相談支援事業所「はあと」

（☎36-3850）

■広報うんぜん音訳CD貸し出しと配布について
【音訳CDの貸し出し】
「広報うんぜん」をCDに録音したものを、無料で貸し
出します。（貸出期間は２週間です。）

（貸し出し場所）福祉課・市民窓口課・各総合支所市民
生活課・雲仙市図書館および各公民館図書室

【音訳CDの配布】
「広報うんぜん」の音訳CDを身体障害者手帳（視覚に
障害のある人）をお持ちの人に無料で配布しています。
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問　福祉課　高齢者福祉班　☎36-2500

☆ 最優秀賞 ☆

愛野・本町教室 愛野・平和教室 愛野・幸町教室

小浜・木津＆富津教室  交流会吾妻・牛口東＆西  親睦愛野・境ノ尾教室  花見

南串山保健センタ－

国見改善センター（なごやか会）

☆ 優秀賞 ☆

平成27年度を振り返ってみました♪
○愛のふれあい夏祭り出演（８月２６日）憧れのハワイ航路

○雲仙市民大運動会（１０月１２日体育の日）　　ラジオ体操コンクール入賞しました！

○望洋荘にて教室開催（花見・親睦会・交流会）

○長崎弁カルタとり

　体操を主体とした教室です。その
他にも、いろんな事に、チャレンジし
て楽しく充実した内容になるよう工
夫しています。

心も身体も元気に
なります！
　皆さんもぜひ参
加してみられませ
んか。
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■�現在空いている教職員住宅の	
一般入居者を募集します。

〈募集住宅〉
住宅名 多比良教職員住

宅（1戸）
神代教職員住宅

（1戸）
号室 1号室 2号室

所在 国見町多比良丙
1172番地

国見町神代丙
291番地2

建設 昭和53年度 平成5年度

構造 コンクリート造
２階建 木造２階建

間取
1F �和室6帖
2F �和室7.5帖、

洋室6帖

1F �和室6帖、 
洋室7.5帖

2F �和室6帖、 
洋室6帖

駐車場 有 無
浴槽 有 有

共益費 無 無

〈申込期間〉3月1日㈫～18日㈮

〈申込方法〉入居については入居資格に該当され
ていることが条件です。詳しくは教育委員会総
務課または各駐在に備え付けている募集要項を
ご覧になり、必要書類を提出してください。

� 問　教育委員会　総務課　☎37-3113

■井戸水の衛生管理は大切に
　井戸水の衛生管理のため、次の点にご注意くだ
さい。

○水質検査を受けましょう
　井戸所有者は、年1回は定期的に水質検査を
行い、井戸水の安全を確認してください。（市
では水質検査を実施していませんので、専門の
検査機関に依頼してください。）

○特に乳児には井戸水を飲ませないで
　島原半島内の井戸水は、硝酸性窒素および亜
硝酸性窒素濃度が高い傾向にあります。水質基
準適合の確認をしていない井戸では、井戸水を
飲用には使用せず、特に、健康影響を受けやす
い乳児には井戸水を飲用させないようにしてく
ださい。

○井戸の周りを点検しましょう
　井戸の周りを清潔に保ち、人畜が入らないよ
うに柵などで囲うとともに、汚染源に対する防
護措置（ふたなどで覆う）を行ってください。

○水道への接続を
　水道の給水区域内にあるご家庭は、水道に接
続しましょう。

○おかしいと思ったら、すぐに保健所などに連絡を
　日頃から井戸水の濁りや臭い、味や色などの
確認を行ってください。いつもと違っていたり、
異常を感じたら、直ちに使用をやめて、下記に
ご連絡ください。

問　環境政策課　☎38-3111
　　県南保健所　衛生環境課　☎0957-62-3288

■奨学生を募集します
◎雲仙市奨学生
貸与条件　
　扶養者が1年以上市内に住民登録しており、経
済的な理由で修学が困難で、学業・人物ともに奨
学生としてふさわしい人
※�他の奨学金制度との重複貸与可（ただし、独立

行政法人日本学生支援機構との重複貸与不可）
対象学校　
①大学・大学院・短期大学・農業大学校
②�高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準に

よる修業年限2年以上の学校）・各種学校（各種
学校規定による修業年限2年以上の学校）

③高等学校
　貸与金額　①･･･月額20,000円以内
　　　　　　②･･･月額15,000円以内
　　　　　　③･･･月額12,000円以内
申込期間　4月1日㈮～ 5月20日㈮
申込方法　教育委員会総務課や生涯学習課各駐在
に備え付けの奨学資金貸付申込書（市ホームペー
ジからダウンロードもできます）に必要書類を添
付し、教育委員会総務課または各駐在に提出して
ください。

� 問　教育委員会総務課　☎37-3113

■就職したい人を応援します。
　～雲仙市就職支援相談事業～
3月の相談日は、3月24日㈭愛野町公民館
相談は、1人約50分程度（電話予約制）
※就職先をご紹介するものではございません。
※相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へ
　ＵＪＩターン希望の人

【相談の時間帯】	①10時30分～11時20分
	 ②11時30分～12時20分
	 ③13時30分～14時20分
	 ④14時30分～15時20分
	 ⑤15時30分～16時20分

� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

● 広報うんぜん
平成28年3月 26
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■ハローワーク諫早巡回相談
　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワー
ク諫早の巡回相談が実施されます。職業相談、職
業紹介が雲仙市福祉事務所(千々石庁舎内)で受け
られますので就職活動中の人、転職を考えている
人、お気軽にご相談ください。

日　時：３月９日㈬　午前10時～午後4時
場　所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介　（1人50分程度）
※事前に電話予約してください。

� 問　子ども支援課　☎36-2500

■雲仙市統一ルール
　私たちの生活に欠かせないインターネットやス
マートフォンなどのメディアと、子どもや大人が
安全・快適に接するため、雲仙市PTA連合会およ
び雲仙市教育委員会においてメディア安全啓発に
関する「雲仙市統一ルール」を作成し、緊急メッ
セージを発信することになりました。
　ルールをみなさんで守り、私たちの宝である「子
どもたち」を守りましょう！

大人は地域・家庭の宝である子どもたちを守
るため、子どもは大切な自分の未来、そして家
族・友人守るため、以下のことを守ります！

雲仙市統一ルール
○夜９時以降は、親が責任もって使用させない。
○親が責任もって、フィルタリングを行う。
○人の悪口や個人情報は絶対に書き込まない。

� 問　生涯学習課　☎37-3113

■携帯電話などからの119番通報
　119番通報したけど、今いる場所がわからな
い…
　住所のわからない場所で火事・救助・救急が発
生し、携帯電話などで119番通報をする場合、
電柱に書かれている電柱番号を伝えれば、あなた
の今いる場所を特定することができます。

� 問　県央消防本部　指令課　☎24-6500
� 　　島原消防本部　指令課　☎65-5151

■あなたの夢を仕事にしませんか？
　創業・起業支援相談会
　雲仙市では、これから自分で創業したい、創業
して間もない人を対象に、専門の相談員による創
業・起業支援相談会を開設しています。
　大まかなイメージ、漠然とした夢の段階でもか
まいません。お気軽にお申し込みください。

○３月相談会
【相談日時】　３月22日㈫	 ①午後2時～3時
	 ②午後3時～4時
【場所】　　　吾妻町ふるさと会館　２階研修室２
【対象者】�雲仙市内での創業・起業をお考えの人、

創業・起業間もない人

相談をご希望の際は事前予約をお願いします。

� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■平成28年度就学援助申請の受付
　小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由で
お困りの保護者の皆さんに、費用の一部の援助を
行います。
援助費の内容　
①学用品費など　②医療費　③学校給食費
提出書類　「就学援助申請書」のほか申請理由に
関係する書類の写しなどが必要です。申請書は、
教育委員会学校教育課や生涯学習課各駐在に備え
付けてあります。雲仙市ホームページからも申請
書をダウンロードできます。
提出期限　3月4日㈮まで
※小学新1年生、転入生は、4月8日㈮まで
※�4月分からの援助を希望する場合は、期限まで

に申請してください。
※�前年度に引き続き援助を希望する場合も、申請

が必要になります。
� 問　教育委員会学校教育課　☎37-3113

こちらはＮＴＴの電柱
番号ですので間違えな
いようにしましょう。
（※プレートの上に
　ＮＴＴと記載して
　あります。）

横：数字３桁…①　
縦：カタカナと
　　数字３桁…②
この写真の電柱番号は
669　ケ694　となり
ます。

（ロクロクキュウ
　ケ　 ロクキュウヨン）
１１９番をしたら、この
番号を伝えましょう。

● 広報うんぜん
平成28年3月27



Information

　
お
知
ら
せ

■
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
開

催
に
つ
い
て

　
市
の
委
託
事
業
「
声
の
広
報
発
行

事
業
」
を
行
っ
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人　

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
県
登
録
の
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
講
師
に
招
き
「
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す

の
で
興
味
が
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
３
月
18
日
㈮　

�

午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

場
所　
愛
野
町
公
民
館　

�

２
階
大
会
議
室

参
加
料　
無
料

問　
福
祉
課
障
害
福
祉
班

�

☎
0
9
5
7（
36
）2
5
0
0

■
相
続・遺
言
の
出
前
講
座
に
つ
い
て

　
公
証
役
場
の
公
証
人
が
、
市
民
の

皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
相
続
や

遺
言
の
仕
方
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
相
続
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
相
続
手
続

が
簡
単
に
な
る
方
法
を
お
教
え
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　
相
談
に
応
じ
ま
す

対
象　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
な
ど

講
師
料　
不
要

問　
諫
早
公
証
役
場

�

☎
０
９
５
７（
２３
）４
５
５
９

■『
潮
干
狩
り
』の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！ 

　
雲
仙
市
国
見
町
の
神
代
海
岸
で
、

有
明
海
の
風
物
詩
『
潮
干
狩
り
』
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ご
家
族
や
お
仲

間
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。（
入
れ

物
、
道
具
、
手
袋
、
長
靴
な
ど
は
各

自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

日
時　
３
月
24
日
㈭
～
27
日
㈰

料
金　
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
以
上
）５
０
０
円
、
小
学

生
以
下
無
料

※
天
候
な
ど
、
自
然
条
件
に
よ
り
予

定
が
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

問　
国
見
漁
協

�

☎
０
９
５
７（
78
）２
２
６
２

■
第
３
回　
初
心
者
向
け「
健
康
ボ

ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」

開
催
日　

・
Ａ
コ
ー
ス（
水
曜
午
前
）４
月
13
日

～
５
月
25
日（
５
月
４
日
は
休
み
）

・
Ｂ
コ
ー
ス（
水
曜
午
後
）４
月
13
日

～
５
月
25
日（
５
月
４
日
は
休
み
）

・
Ｃ
コ
ー
ス（
金
曜
午
前
）４
月
15
日

～
５
月
27
日（
４
月
29
日
は
休
み
）

・
Ｄ
コ
ー
ス（
金
曜
午
後
）４
月
15
日

～
５
月
27
日（
４
月
29
日
は
休
み
）

開
催
時
間

午
前
の
部　
午
前
９
時
45
分
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分

�

～
３
時
45
分

場
所　
諫
早
パ
ー
ク
レ
ー
ン

対
象　
シ
ル
バ
ー
層
を
中
心
と
し
た

一
般
の
人

講
師　
日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

公
認
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
Ａ
級
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　
志
岐
幸
三
郎

定
員　
各
コ
ー
ス
24
人

受
講
料　
２
０
０
０
円（
全
6
回
分
）

※
テ
キ
ス
ト
代
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

保
険
料
を
含
む

申
込
期
限　
３
月
31
日
㈭

申
・
問

　
志
岐
☎
０
８
０（
５
３
０
２
）６
９
４
７

�
（
午
前
10
時
か
ら
午
後
8
時
）

　
諫
早
パ
ー
ク
レ
ー
ン（
全
日
も
し

く
は
午
前
10
時
か
ら
午
前
0
時
）

�

☎
０
９
５
７（
23
）１
１
５
０

■
小
浜
温
泉
・
本
多
家
４
０
０
年
企

画
展

日
時
・
場
所

　
平
成
27
年
10
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日
・
雲
仙
市
小
浜
歴
史
資

料
館（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り
徒

歩
10
分
）

特
別
講
演　
ダ
ラ
の
木
に
聖
な
る
十

字
架
の
奇
跡（
フ
ロ
イ
ス
・
日
本

史
）「
本
多
家
と
キ
リ
シ
タ
ン
時

代
」

講
師　
長
崎
26
聖
人
記
念
館　
館
長

　
デ
･
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
神
父

日
時
・
場
所　
３
月
13
日
㈰　
午
後

２
時
～
３
時
30
分
・
雲
仙
市
小
浜

公
会
堂（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り

徒
歩
３
分
）

問　
小
浜
歴
史
資
料
館
運
営
委
員
長

宮
田
隆
☎
０
９
５
７（
74
）５
１
２
１

■
公
益
財
団
法
人　
長
崎
県
育
英
会

奨
学
生

対
象　
長
崎
県
内
に
住
所
を
有
す
る

人
の
子
な
ど
で
あ
っ
て
、大
学
、短

期
大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程

（「
専
門
士
」、「
高
度
専
門
士
」の
称

号
が
付
与
さ
れ
る
過
程
・
学
科
に

限
る
）に
在
学
し
て
い
る
人
の
う

ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
で
、か
つ
、人
物
・
学
業
と
も
に

優
れ
て
い
る
人（
大
学
院
・
通
信

教
育
等
の
在
学
者
は
該
当
し
ま
せ

ん
）

〔
広
告
〕

満載！！

スマホ版雲仙市ホームページ公開開始！スススススススススススマママママママママママホホホホホホホホホホホ版版版版版版版版版版版雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙市市市市市市市市市市市ホホホホホホホホホホホーーーーーーーームムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペーーーーーージジジジジジジジジジジ公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始始！！！！！！！！！！！
雲仙市からのお知らせ

雲
仙
市
の
生
活
に

　

便
利
な
情
報
満
載
！！ スマホ版

いつでもどこからでも雲仙市の情報ゲット！！
便利！！

28● 広報うんぜん
平成28年3月



貸
与
金
額　
国
公
立
…
４
１
０
０
０

円
、
私
立
…
４
７
０
０
０
円

申
込
期
間　

�
３
月
１
日
㈫
～
４
月
22
日
㈮

出
願
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課
や

生
涯
学
習
課
各
駐
在
に
備
え
付
け

て
あ
る
出
願
用
紙（
育
英
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
教
育
委
員
会
総
務
課

ま
た
は
各
駐
在
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。※
出
願
用
紙
の
配
布
は
３

月
１
日
㈫
以
降
で
す
。

問　
公
益
財
団
法
人　
長
崎
県
育
英

会
☎
０
９
５（
８
２
４
）７
５
０
１

http://w
w
w
.n-ikuei.jp/

■
長
崎
県
央
職
業
訓
練
校
平
成
28
年

度（
前
期
）受
講
生
募
集

夜
間
コ
ー
ス　
建
築
設
計
科
、
木
造

建
築
科
、Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
科
、Ｃ
Ａ
Ｄ

中
級
科
、Ｃ
Ａ
Ｄ
実
践
科
、Ｃ
Ａ
Ｄ

建
築
設
備
科
、
は
じ
め
て
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
、３
級
エ
ク
セ
ル・ワ
ー

ド
対
策
科
、２
級
エ
ク
セ
ル・ワ
ー

ド
対
策
科
、パ
ソ
コ
ン
実
用
講
座
、

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

科
、２
級
建
築
士
短
期
特
訓
科
、１

級
建
築
施
工
管
理
技
士
科
、
２
級

建
築
施
工
管
理
技
士
科
、
第
二
種

電
気
工
事
士
科
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
科

昼
間
コ
ー
ス　
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
科
、
は

じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

対
象
者　
中
小
企
業
事
業
主
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
人
、学
卒
未
就
職
者
、

再
就
職
準
備
者
な
ど

申
込
期
限　
３
月
31
日
㈭
ま
で

申
込
・
問　
長
崎
県
央
職
業
訓
練
校

�

☎
０
９
５
７（
22
）０
０
３
６

■
自
衛
官
募
集

募
集
科
目　
①
幹
部
候
補
生（
一
般
）

②
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

募
集
人
員　

自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格　
①［
大
卒
程
度
試
験
］22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
人（
20
歳
以

上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒（
見
込

含
）、
修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込

含
）は
28
歳
未
満
）、［
院
卒
者
試

験
］修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込

含
）で
、20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

　
②（
歯
科
）専
門
の
大
卒（
見
込
含
）

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人　
（
薬

剤
科
）20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
①
、
②
と
も
に
3
月
1

日（
火
）～
5
月
6
日（
金
）

試
験
日　
①
5
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

（
15
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

　
②
５
月
14
日
㈯

問　
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部

　

�

島
原
地
域
事
務
所

�

☎
０
９
５
７（
62
）３
７
５
９

■　
安
心
メ
ー
ル
・
キ
ャ
ッ
チ
く
ん

　
長
崎
県
警
で
は
子
ど
も
や
女
性
な

ど
を
犯
罪
か
ら
守
る
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
会
員
登
録
し
た
県
民
の
携
帯

電
話
に
メ
ー
ル
で
安
全
・
安
心
情
報

を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
「
安
心
メ
ー

ル
・
キ
ャ
ッ
チ
く
ん
」
を
運
用
中
で

す
が
、平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
は
、

提
供
す
る
情
報
の
種
類
を
大
幅
に
拡

大
し
、
従
来
の
痴
漢
発
生
情
報
な
ど

に
加
え
て
、
行
方
不
明
者
事
案
に
関

す
る
情
報
や
高
齢
者
が
被
害
に
あ
う

可
能
性
が
あ
る
特
殊
詐
欺
の
発
生
や

被
害
防
止
に
関
す
る
情
報
な
ど
も

メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

提
供
情
報
の
種
類
（
☆
が
追
加
）

○
痴
漢
や
声
掛
け
事
案

○
自
主
防
犯
活
動
に
役
立
つ
情
報

○
重
要
ま
た
は
得
意
な
事
案

☆
特
殊
詐
欺
の
発
生
お
よ
び
被
害
防

止
情
報

☆
行
方
不
明
者
事
案

☆
交
通
事
故
発
生
情
報

登
録
方
法　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
「n110.@

123123.tv

」ま
た
は

次
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、会
員
登

録
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ち
ぢ
わ
」

　
千
々
石
町
で
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
、
地
域
の
人
が
介
護
職
の
人
と
共

に
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
相

談
や
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日 

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分

場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

ク
ベ
レ（
雲
仙
市
千
々
石
町
戊

１
８
２
番
地
４
）

参
加
費　
一
人
２
０
０
円

�

（
お
茶
・
お
菓
子
代
含
む
）

問　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム　
ク
ベ
レ

�

☎
０
９
５
７（
３７
）６
２
０
０

雲仙市では10月16日・17日に
サッカー競技を開催します

〔
広
告
〕
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若手職
員コラム

お得に広告！
「広報うんぜん」

広告割引

市 内 割 引
広告主が市内に主な事業所（本店）
などを有する場合� 20％引き　

長 期 割 引
広告主が6か月連続して広告を掲載する場合� 10％引き
広告主が12か月連続して広告を掲載する場合�20％引き

編集者から� 広報班 　◯
　平成27年度も早いもので最後の月、4月から広報業務に
携わるようになり、様々な提出期限に追われ慌ただしく過
ぎた1年のように思います。やはり、何事にも動じず平常心
で業務に取り組める強い心、精神力が必要です。
　強い精神力と言えば、大寒禊ぎに参加された皆さんだと
思います。見ているこちらまで何か力を貰った気がしまし
た。不健康な生活を送っていますので、参加したら風邪で
寝込むかもしれません。
　強い精神力より健康を第一に来年度も頑張ります。

人のうごき（1月末）� ［住民基本台帳月報］

■人　口：45,606人　　（前月比 −65人）
　　男性：21,631人　　女性：23,975人
■世帯数：17,067世帯　（前月比 −38世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（1月末）

10歳未満　3,511人

10～20代
7,935人

30～40代
9,529人

50～60代
13,924人

70～80代
9,609人

90代～　1,098人

▼
市
役
所
に
入
っ
て
６
年
、
今
の
生

涯
学
習
課
は
３
年
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
財
政
課
に
勤
務
し

て
い
ま
し
た
が
、
０
が
た
く
さ
ん
付

い
た
数
字
を
毎
日
眺
め
て
い
た
時
と

は
全
く
逆
の
仕
事
で
、現
在
は
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
生
身
の
人

を
相
手
に
、
時
に
は
読
み
聞
か
せ
に

講
演
会
の
司
会
、
小
学
生
と
合
宿
や

自
治
会
長
さ
ん
達
と
一
緒
に
研
修
な

ど
、
幅
広
く
働
い
て
い
ま
す
。
▼
つ

い
最
近
の
大
き
な
仕
事
は
「
図
書
館

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
」（
今
月
号
掲

載
）
で
し
た
。
新
規
事
業
と
い
う
も

の
を
初
め
て
担
当
し
た
の
で
す
が
、

全
国
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
溢
れ
て
い
て

も
市
と
し
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成

は
ま
だ
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め（
ウ

ン
ゼ
リ
ー
ヌ
は
雲
仙
温
泉
観
光
協
会

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
）、
ど
の
よ
う

な
手
順
で
進
め
る
の
か
手
探
り
の
状

態
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
本
や
デ
ザ

イ
ン
な
ど
好
き
な
私
と
し
て
は
大
変

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。
作

者
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
印
刷
さ
れ
た
図
書
バ
ッ

グ
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
が
完
成
す
る
度

に
ま
る
で
自
分
の
作
品
が
で
き
た

よ
う
な
嬉
し
さ
と
達
成
感
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
は
図
書
館
を
中
心

に
市
の
読
書
推
進
の
た
め
活
躍

し
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
▼
課
の
名
前
で
あ

る
生
涯
学
習
と
は
、「
人
が
生
涯
に
わ

た
り
学
び
・
学
習
の
活
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
」
を
言
い
ま
す
。
一
言
で

言
え
ば
簡
単
で
す
が
、
そ
の
中
身
は

深
く
広
く
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
趣
味
教
養
的
な
も
の
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
経
済
的
な
悩
み
等
の
生

活
課
題
の
学
習
や
、
福
祉
活
動
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
治
会
で
お
祭
り

を
企
画
し
盛
り
上
げ
る
等
の
地
域
づ

く
り
な
ど
、だ
れ
で
も
・
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
学

ぶ
こ
と
は
生
涯
学
習
と
な
る
の
で
す
。

私
た
ち
生
涯
学
習
課
職
員
は
公
民
館

や
図
書
館
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
し
て
そ
ん
な
学
習
の
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
▼
奥
が
深
い
こ
の
分

野
は
私
自
身
も
ほ
ん
の
一
部
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
、
ま
だ
ま

だ
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、最
近
こ
の「
生
涯
学
習
」

は
昨
今
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

を
考
え
る
う
え
で
大
事
な
「
人
づ
く

り
」
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
テ
ー
マ
を
目

指
し
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

生
涯
学
習
課
　
廣
瀬
夏
海

「
生
き
が
い
づ
く
り
の
お
手
伝
い
」

雲
仙
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
月
報

Vol.4

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
約
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
今
ま
で
一
年
間
空
き
家
の
調
査

や
空
き
家
の
持
ち
主
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

り
、
再
活
用
の
術
な
ど
を
伝
え
、
ま
た
、
他

地
域
の
隊
員
と
情
報
交
換
を
行
い
、
空
き
家

活
用
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
空
き
家
の
状
況
に
変

化
を
起
こ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
空
き
家
や
空
き

店
舗
を
活
用
し
な
け
れ
ば
町
は
元
気
が
な
く

な
り
ま
す
。
で
す
が
そ
の
危
機
感
が
あ
る
の

は
極
少
数
で
す
。
一
旦
元
気
が
な
く
な
っ
て

か
ら
で
は
、
空
き
家
の
貸
し
借
り
や
売
買
等

の
循
環
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
循
環
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
空
き
家
問
題
に
対
す

る
危
機
感
の
芽
生
え
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
▼
今
後
、
隊
員
と
し
て
知
識
を

深
め
、
空
き
家
対
策
の
必
要
性
の
周
知
や
空

き
家
に
関
す
る
相
談
に
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
活
用
で
き
る
空
き
家
に

つ
い
て
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
　
雲
仙
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　

�

岩
佐
浩
明

「雲仙市　空き家」
でも検索できます。

空き家の登録
こちらから
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　求礼郡の泉隠寺に保管されている三蔵菩薩図と泉隠寺観世音•大
勢至菩薩座像が国家指定文化財に指定される予定です。
　泉隠寺の三蔵菩薩図は、泉隠寺極楽殿の中壇に安置するために、
1776年に制作されたものです。三蔵菩薩図は、韓国では朝鮮中期か
ら制作され始め、16世紀以後の作品が多く残っています。その中で
も、泉隠寺の三蔵菩薩図は、18世紀後半期の仏画の特徴をよく表し
ており、現存する三蔵菩薩図の中で唯一、登場する人物が一つ一つ
記録されているため、三蔵菩薩図の研究にとって貴重な資料とされ
ています。
　また、泉隠寺観世音・大勢至菩薩座像は、1614年に像造されま
した。二つの菩薩像は、本物の人間のような顔、力強い線描などを兼
ね備えた、17世紀前半期を代表する作品です。

姉妹都市　　韓国求
ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

　
春
と
共
に
お
花
の
便
り
が
聞
こ
え
る
３
月

で
す
。
雲
仙
市
に
も
華
や
か
に
咲
く
花
が
市

内
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
私
は
雲
仙
の
３
月

を
昨
年
初
め
て
楽
し
み
ま
し
た
が
、
今
年
も

雲
仙
市
内
で
お
花
見
を
し
た
い
で
す
。

　
ま
ず
、
２
月
～
３
月
に
か
け
て
は
緋
寒
桜

が
見
頃
を
迎
え
る
鍋
島
邸
へ
、
３
月
中
旬
～

４
月
初
旬
に
か
け
て
は
、
桜
の
お
花
見
が
で

き
る
千
々
石
町
の
橘
神
社
へ
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
鍋
島
邸
に
は
、
濃
い
ピ
ン
ク
色
の
緋
寒
桜

が
咲
い
て
い
て
、
屋
敷
と
華
麗
な
お
花
が
調

和
を
成
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
日
本
の
風
景

を
満
喫
で
き
て
良
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

橘
神
社
の
桜
は
噂
通
り
素
敵
で
し
た
。
お
花

見
に
橘
神
社
へ
お
友
達
と
何
回
も
行
っ
て
き

た
ほ
ど
桜
の
並
木
が
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

敷
地
内
で
は
、
家
族
や
お
友
達
と
花
見
に
来

ら
れ
た
人
々
が
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
屋
台

で
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
３
月
末
に

行
わ
れ
た「
観
櫻
火
宴
」は
、
総
勢
２
０
０
人

の
武
者
た
ち
が
、
松
明
を
片
手
に
桜
咲
き
誇

る
橘
公
園
を
練
り
歩
く
、
県
内
最
大
の
火
祭

り
だ
そ
う
で
す
。
初
め
て
目
に
し
ま
し
た
が
、

火
の
熱
気
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と

や
、
勇
壮
な
武
者
た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
夜
桜
も
行
列
が
一
層
華
や
か
に

見
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
今
年
の
花
見
に
橘
神
社
へ
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！
（
今
年
度

は
３
月
26
日
開
催
）

　
韓
国
で
も
春
の
便
り
は
、
雲
仙
市
と
姉
妹

都
市
で
あ
る
求
礼
郡
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

昨
年
、
求
礼
郡
を
象
徴
す
る
サ
ン
シ
ュ
ユ
祭

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
み

る
サ
ン
シ
ュ
ユ
の
お
花
で
し
た
が
、
黄
色
い

花
が
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

泉
ちょんうんさ
隠寺の三蔵菩薩図と

観
かんぜおん
世音•大

て せ じ
勢至菩薩座像

国
際
交
流
員　
金キ
ム
ヒ
ョ
キ
ョ
ン

孝
景
さ
ん
の

ヒ
ョ
キ
ョ
ン
の
散
歩
道

Vol.22

「観櫻火宴」

「鍋島邸緋寒桜」 「求礼郡サンシュユ」 「橘神社」

三蔵菩薩図

泉隠寺観世音 • 大勢至菩薩座像
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EVENT

観櫻火宴2016
　桜の名所・橘神社の桜の開花に合わせ、約400年前の史実を
再現した勇壮な火祭りが、今年も行われます。鎧を身にまとっ
た武者たちが、千々石海岸に集結。総勢200人による勇壮なた
いまつ武者行列は必見！是非ご来場ください。

【日時】3月26日㈯午後7時出陣

【場所】千々石海岸、千々石商店街、橘神社ほか
　★武者の鎧を着て、たいまつ行列に参加できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（有料、定員あり）

【参加申込】3月18日㈮まで

【申込方法】下記までお問い合わせください。
　　　　　　観櫻火宴実行委員会　☎080-5795-1323

【日時】4月17日㈰　午前10時～午後3時
　　　　※天候不良時は4月24日に延期

【場所】雲仙市吾妻町牛口みなとタウン
　　　　（島鉄吾妻駅下）

問　雲仙市吾妻町はた保存会
　　　　　　　　☎0957-38-3924（会長宅）

小浜中学校吹奏楽部　第３９回　定期演奏会

　吹奏楽・マーチング・趣向を凝らしたパフォーマンスなど
楽しい演出が盛りだくさんのとても楽しい演奏会です。

第20回吾妻町はた保存会
はた揚げ大会

　雲仙市吾妻町で「第20回吾妻町はた保存会はた揚げ
大会」が開催されます！ 【日時】4月2日㈯　午前10時～午後3時

　　　　※天候不良時は４月３日に延期

【場所】島鉄愛野駅下田んぼ
　　　　（下水処理場下）

【その他】
市外から参加される団体が保有している
子ダコもあがります。
問　愛のまち剣舞筝保存会
　　　　　　　☎090-3798-9292（携帯）

　雲仙市愛野町で「第21回愛のハタあげ大会」が開催
されます！

第21回愛のハタあげ大会

問　小浜中学校　☎74-2737

【日時】　3月27日㈰　
　　　　午後1時30開場　午後2時開演

【場所】　ハマユリックスホール　（入場無料）

たいまつ武者行列の様子
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